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(57)【要約】
【課題】天板同士の連結において位置決めが簡便に行え
るようにするとともに、連結部において隙間が生じても
外観上見えなくして施工の自由度を大きくする。
【解決手段】サブ収納ユニットＢの天板１ｂの短手側木
口１ｂＳとメイン収納ユニットＡの天板１ａの長手側木
口１ａＬとを突き合わせた状態で連結部材１０を用いて
連結固定する。連結部材１０は矩形状の板本体１１の一
方の短辺側１１ｃに切欠き１３を有し、他方の短辺側１
１ｄに垂直片１４を有する。切欠き１３の端面１３ａと
垂直片１４の端面１４ａを天板１ａの長手側木口１ａＬ
に当接させることにより連結部材１０と天板１ａとの位
置決めを容易に行うことができ、この位置関係を保持し
つつ木ねじ７ａで固定する。次いで、他方の天板１ｂを
上記のように天板１ａに突き合わせて連結部材１０に対
して木ねじ７ｂで固定することにより、天板の連結構造
が得られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
２枚の天板同士を少なくとも下面が略同一になるようにして一方の天板の長手側木口と他
方の天板の短手側木口とを突き合わせて連結固定するために用いる天板の連結部材であっ
て、一方の対向する辺を第一辺および第二辺とし、他方の対向する辺を第三辺および第四
辺として、これらからなる四周辺を有する平面視略矩形状の板本体を有し、その第一辺お
よび第二辺に沿って各々木ねじなどの固定具を挿通させる複数の孔が板本体を貫通して形
成され、第二辺と第三辺とがなす角部に平面視略矩形状の切欠きが設けられ、第四辺の第
一辺側に板本体の表面から垂立する垂直片が設けられ、且つ、前記切欠きの第二辺に平行
な端面から第二辺までの距離と、前記垂直片の第二辺側の端面から第二辺までの距離とが
略同一とされていることを特徴とする天板の連結部材。
【請求項２】
第一の収納ユニットの天板の短手側木口と第二の収納ユニットの天板の長手側木口とを突
き合わせた状態で請求項１記載の連結部材を用いて連結固定してなる連結構造であって、
連結部材の切欠きの第二辺に平行な端面が第二の収納ユニットの天板の端部に固定された
縦板の長手側木口に当接されるとともに、連結部材の垂直片の第二辺側の端面が第二の収
納ユニットの天板の長手側木口に当接された状態で、第一の収納ユニットの天板の短手側
木口と第二の収納ユニットの天板の長手側木口とが突き合わされており、この突き合わせ
状態で連結部材の第一辺および第二辺に沿った孔を挿通する木ねじなどの固定具により第
一および第二の収納ユニットの天板同士が連結固定されていることを特徴とする天板の連
結構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クローゼット収納ユニットなどにおける天板の連結部材および連結構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　クローゼットなどの収納空間において、たとえば該収納空間の奥壁に沿って設置する第
一の収納ユニットと該収納空間の側壁に沿って設置する第二の収納ユニットとを一体的に
組み付けてクローゼット収納ユニットとする場合がある。このような場合においては、第
一の収納ユニットの天板と第二の収納ユニットの天板とを面一にしつつ直角に突き合わせ
て連結する必要がある。
【０００３】
　このような天板同士の連結に際して、下記特許文献１記載技術を適用することができる
。この技術は、一方の棚の側部木口面に他方の棚の端部木口面を連結するに際して、断面
Ｌ字形の取付金具を用い、その一方の接続片を一方の棚の側部木口面に当て、他方の接続
片を他方の棚の端部木口面に当てて、各々を木ねじなどで固定するものである。
【特許文献１】特開平７－２１３３６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　コーナー部における棚同士の連結構造に関する特許文献１記載の技術を天板同士の連結
に適用することは可能であるが、この従来技術によると、２つの棚部材同士の位置合わせ
が容易ではない。また、棚部材の加工精度や他部材との取り合いなどの関係から、棚部材
同士を取付金具で連結固定したときに、一方の棚の側部木口と他方の棚の端部木口との間
に隙間が生ずることがあり、外観上見苦しいものとなっていた。
【０００５】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、天板同士の連結において位置決めが簡
便に行えるようにするとともに、連結部において隙間が生じても外観上見えなくして施工
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の自由度を大きくすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を達成するため、請求項１に係る本発明は、２枚の天板同士を少なくとも下
面が略同一になるようにして一方の天板の長手側木口と他方の天板の短手側木口とを突き
合わせて連結固定するために用いる天板の連結部材であって、一方の対向する辺を第一辺
および第二辺とし、他方の対向する辺を第三辺および第四辺として、これらからなる四周
辺を有する平面視略矩形状の板本体を有し、その第一辺および第二辺に沿って各々木ねじ
などの固定具を挿通させる複数の孔が板本体を貫通して形成され、第二辺と第三辺とがな
す角部に平面視略矩形状の切欠きが設けられ、第四辺の第一辺側に板本体の表面から垂立
する垂直片が設けられ、且つ、前記切欠きの第二辺に平行な端面から第二辺までの距離と
、前記垂直片の第二辺側の端面から第二辺までの距離とが略同一とされていることを特徴
とする。
【０００７】
　請求項２に係る本発明は、第一の収納ユニットの天板の短手側木口と第二の収納ユニッ
トの天板の長手側木口とを突き合わせた状態で請求項１記載の連結部材を用いて連結固定
してなる連結構造であって、連結部材の切欠きの第二辺に平行な端面が第二の収納ユニッ
トの天板の端部に固定された縦板の長手側木口に当接されるとともに、連結部材の垂直片
の第二辺側の端面が第二の収納ユニットの天板の長手側木口に当接された状態で、第一の
収納ユニットの天板の短手側木口と第二の収納ユニットの天板の長手側木口とが突き合わ
されており、この突き合わせ状態で連結部材の第一辺および第二辺に沿った孔を挿通する
木ねじなどの固定具により第一および第二の収納ユニットの天板同士が連結固定されてい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、一方の天板の短手側木口と他方の天板の長手側木口とを突き合わせた
状態で連結するときに、連結部材の切欠きの第二辺に平行な端面を第二の収納ユニットの
天板の端部に固定された縦板の長手側木口に当接させるとともに、連結部材の垂直片の第
二辺側の端面を第二の収納ユニットの天板の長手側木口に当接させることで、連結部材を
第二の収納ユニットの天板に対して容易に位置決めすることができ、この位置を保持しつ
つ連結部材を第二の収納ユニットに対して木ねじなどの固定具で固定することができる。
【０００９】
　次いで、このようにして固定された第二の収納ユニットの天板の長手側木口に対して第
一の収納ユニットの天板の短手側木口を突き合わせた状態にして、第一の収納ユニットの
天板を連結部材に対して固定するが、この際、連結部材の垂直片に第一の収納ユニットの
天板の長手側木口を当接させることで容易に位置決めすることができる。
【００１０】
　しかも、このようにして得られた連結構造において、天板の加工精度や天板同士の取り
合いなどの関係から一方の収納ユニットの天板の短手側木口と他方の収納ユニットの天板
の長手側木口との間に多少の隙間が発生しても、連結部材の垂直片がこの隙間を隠すので
、隙間による外観上の見苦しさを露呈することがない。したがって、天板同士の連結にお
ける施工の自由度が大きくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の天板の連結部材ないし連結構造は、クローゼットの内部に設けられる収納ユニ
ットや部屋に設けられる収納ユニットを互いに直交状またはＬ字形に接続する際に天板同
士を連結する連結部材ないし連結構造である。
【００１２】
　収納ユニットは天板のほか縦板（側板、中仕切板など）などで形成されるが、これら天
板、縦板などは木質系板材、金属加工板材などで形成され、特に木質系板材が適している
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。天板、縦板などを木質系板材で形成する場合は、無垢板、合板、集成板、木質繊維板（
ＭＤＦなど）、パーティクルボード、単板積層板（ＬＶＬ）などを利用する。
【００１３】
　連結部材の材質は、強度のある材料であれば限定されないが、鋼などの金属材が好まし
い。連結部材におけるＬ字形の切欠きの挟角は９０度が好ましく、垂直片の形状は矩形状
が好ましい。
【００１４】
　連結部材の切欠きにおける第二辺に平行な端面から第二辺までの距離（Ｄ１）と、垂直
片の第二辺側の端面から第二辺までの距離（Ｄ２）とは略同一寸法とされるが、これらＤ

１，Ｄ２は板本体の幅Ｗ０の１／２程度とすることが好ましい。したがって、垂直片の幅
Ｗ１も板本体の幅Ｗ０の１／２程度である。
【００１５】
　切欠きの長さＬは第二の収納ユニットの縦板の厚さ寸法に等しいかそれ以下とする。垂
直片の高さＨは第一の収納ユニットの天板の厚さ寸法に略等しいかそれ以下とする。
【実施例】
【００１６】
　図４はクローゼット内部の壁Ｗの内隅にメイン収納ユニットＡとサブ収納ユニットＢと
をＬ字形に配置して連結したクローゼット収納構造を示す。
【００１７】
　図４に示すように、メイン収納ユニットＡは、天板１ａ、側板２ａ、中仕切板３ａ、さ
らに、可動棚４ａ、固定棚５ａ、ハンガーパイプ６ａなどを有する。メイン収納ユニット
Ａは、奥壁Ｗａに対して内隅側の側板２ａおよび幅木７ａが木ねじ（図示せず）で直接固
定され、右側の側板２ａが床に対してＬ形金具（図示せず）で固定される。
【００１８】
　サブ収納ユニットＢも略同様の構成であり、天板１ｂ、側板２ｂ、中仕切板３ｂ、さら
に、可動棚４ｂ、固定棚５ｂなどを有する。サブ収納ユニットＢは、側壁Ｗｂに対して幅
木７ｂが木ねじ（図示せず）で直接固定され、側板２ｂが床に対してＬ形金具（図示せず
）で固定される。サブ収納ユニットＢは一枚の側板２ｂのみを有する。
【００１９】
　メイン収納ユニットＡの天板１ａは奥壁Ｗａに対してＬ形金具（図示せず）で固定され
る。また、天板１ａと左右側板２ａ、天板１ａと中仕切板３ａとは、Ｌ形金具または着脱
自在のワンタッチ継手など（図示せず）を介して固定される。
【００２０】
　同様に、サブ収納ユニットＢの天板１ｂは側壁Ｗｂに対してＬ形金具（図示せず）で固
定される。また、天板１ｂと側板２ｂ、天板１ｂと中仕切板３ｂとは、Ｌ形金具または着
脱自在のワンタッチ継手など（図示せず）を介して固定される。
【００２１】
　メイン収納ユニットＡおよびサブ収納ユニットＢにおいて、可動棚４ａ，４ｂは側板２
ａ，２ｂと中仕切板３ａ，３ｂ、または中仕切板３ａ，３ｂ同士の間で、側板２ａ，２ｂ
や中仕切板３ａ，３ｂのダボ穴（符号なし）に挿入したダボなど（図示せず）を介して容
易に取り外し可能に架設される棚であり、固定棚５ａ，５ｂは木ねじなどの固定具（図示
せず）を外さない限り外れないように架設される棚である。ハンガーパイプ６ａは、メイ
ン収納ユニットＡにおいて、その両端が側板２ａおよび中仕切板３ａのダボ穴（符号なし
）に嵌入固定されたブラケット（図示せず）に載置固定される。なお、メイン収納ユニッ
トＡにおいては、側壁Ｗｂに固定した側板２ａと中仕切板３ａとの間の収納空間にもハン
ガーパイプ６ａが設けられるが、図４では図示省略されている（図１に図示）。
【００２２】
　図４に示すクローゼット収納構造において、メイン収納ユニットＡの天板１ａとサブ収
納ユニットＢの天板１ｂとが本発明の実施形態による天板連結部材によって連結されてお
り、本発明の実施形態による天板連結構造が採用されている。
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【００２３】
　まず、天板連結部材について図３を参照して説明すると、本発明実施形態による天板連
結部材が連結金具１０として示されている。
【００２４】
　この連結金具１０は平面視略矩形状の板本体１１を有する。ここで、板本体１１の一方
の対向する辺を第一辺１１ａおよび第二辺１１ｂとし、他方の対向する辺を第三辺１１ｃ
および第四辺１１ｄとすれば、第一辺１１ａおよび第二辺１１ｂに沿って、各々、木ねじ
などの固定具（図示せず）を挿通させるための複数の孔１２ａ，１２ｂが形成されている
。板本体１１の第三辺１１ｃおよび第四辺１１ｄの長さをＷ０とする。
【００２５】
　板本体１１の第二辺１１ｂと第三辺１１ｃとがなす角には平面視略矩形状の切欠き１３
が形成されている。切欠き１３の第二辺１１ｂに平行な端面１３ａから第二辺１１ｂまで
の距離をＤ１とし、該端面１３ａの第二辺１１ｂに沿った長さをＬとする。
【００２６】
　また、板本体１１の第四辺１１ｄの第一辺１１ａ側には、板本体１１の表面から垂直に
折り曲げられた矩形状の垂直片１４が設けられている。垂直片１４の第二辺１１ｂ側の端
面１４ａは垂直に延びている。垂直片１４の第二辺側端面１４ａから第二辺１１ｂまでの
距離をＤ２とすると、Ｄ１＝Ｄ２である。また、垂直片１４の第四辺１１ｄに沿った長さ
（幅）をＷ１とし、垂直方向の高さをＨとする。この実施形態では、Ｗ１とＤ２がいずれ
も板本体１１の幅Ｗ０の略１／２とされている。
【００２７】
　この連結金具１０を用いてメイン収納ユニットＡの天板１ａとサブ収納ユニットＢの天
板１ｂとを連結した天板連結構造が図１および図２に示されている。連結金具１０の切欠
き１３の第二辺１１ｂに沿った長さＬはメイン収納ユニットＡの側板２ａの厚さ寸法と略
同一であり、垂直片１４の高さＨはサブ収納ユニットＢの天板１ｂの厚さ寸法と略同一で
ある。
【００２８】
　連結金具１０によるメイン収納ユニットＡの天板１ａとサブ収納ユニットＢの天板１ｂ
との連結方法を説明する。
【００２９】
　（ａ）まず、図１および図２に示すように、連結金具１０の切欠き１３の第二辺１１ｂ
に平行な端面１３ａを側板２ａの長手側木口２ａＬに当接させ、且つ、垂直片１４の第二
辺端面１４ａをメイン収納ユニットＡの天板１ａの長手側木口１ａＬに当接させる。さら
に、切欠き１３の第三辺１１ｃに平行な端面１３ｂを側板２ａの内面に押し付ける。
【００３０】
　（ｂ）この位置関係を保持しつつ、連結金具１０の第二辺１１ｂに沿った木ねじ用孔１
２ｂに挿入した木ねじ７ａによって連結金具１０とメイン収納ユニットＡの天板１ａとを
固定する。
【００３１】
　（ｃ）これによって連結金具１０がメイン収納ユニットＡの天板１ａに対して所定の位
置関係に固定されて不動の状態となるので、この連結金具１０に対して、サブ収納ユニッ
トＢの天板１ｂの短手側木口１ｂＳをメイン収納ユニットＡの天板１ａの長手側木口１ａ
Ｌに当接させた状態にして、連結金具１０の第一辺１１ａに沿った木ねじ用孔１２ａに挿
入した木ねじ７ｂによってサブ収納ユニットＢの天板１ｂを固定する。
【００３２】
　以上に説明した連結方法によれば、メイン収納ユニットＡの天板１ａおよびサブ収納ユ
ニットＢの天板１ｂに対して連結金具１０の位置決めを簡単に行うことができる。さらに
、天板１ａ，１ｂ同士の間に隙間が発生しても、連結金具１０の垂直片１４によりその隙
間が隠蔽されるので、施工の自由度が大きくなる。
【図面の簡単な説明】
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【００３３】
【図１】本発明の一実施形態による天板の連結構造の斜視図である。
【図２】この天板連結構造の下面から見た横断面図である。
【図３】この天板連結構造に用いる連結金具の正面図（ａ）、平面図（ｂ）および右側面
図（ｃ）である。
【図４】本発明による天板連結構造を適用した収納ユニットの斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
Ａ　メイン収納ユニット（第二の収納ユニット）
Ｂ　サブ収納ユニット（第一の収納ユニット）
１ａ，１ｂ　天板
１ａＬ，１ｂＬ　天板の長手側木口
１ｂＳ　天板の短手側木口
２ａ，２ｂ　側板
２ａＬ　側板の長手側木口
３ａ，３ｂ　中仕切板
１０　連結金具（天板の連結部材）
１１　板本体
１１ａ　板本体の第一辺
１１ｂ　板本体の第二辺
１１ｃ　板本体の第三辺
１１ｄ　板本体の第四辺
１２ａ，１２ｂ　木ねじ用孔
１３　切欠き
１３ａ　切欠きの第二辺に平行な端面
１３ｂ　切欠きの第三辺に平行な端面
１４　垂直片
１４ａ　垂直片の第二辺側の端面
１４ｂ　垂直片の内側面
Ｗ０　板本体の幅
Ｗ１　垂直片の幅
Ｈ　垂直片の高さ
Ｄ１　切欠きの幅
Ｄ２　垂直片がない部分の幅（＝Ｄ１）
Ｌ　切欠きの長さ
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